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§１．研究成果の概要 

 

本研究は、脳と表現空間との新しいインタラクション技術である rBCIの開発を目的とする。これま

でに、貴島 Gr, 菅野 Gr, 田村 Gr が共同して、国内最大規模となる多施設共同での皮質脳波計

測体制を構築し、さまざまな視聴覚刺激を用いた皮質脳波のビッグデータを得た。同データから表

現空間を作成し、注意や想起による表現空間の制御を用いた rBCI の実現を目指している。今年

度は、西本 Gr が開発した視覚的意味に基づいた表現空間を用いて、栁澤 Gr が皮質脳波 rBCI

を開発し、被験者が特定の意味の画像を想起することで、想起した意味の画像を画面に提示でき

ることを示し論文として公表した(1)。この成果は世界初の想起画像操作技術の POC となった。また、

神谷 Gr は fMRI 信号から知覚・想起画像を再構成する技術を開発し、これを用いて、注意によっ

て脳情報解読結果を制御できることを示した(2)。これらの成果は、rBCI の神経基盤として、想起と

注意の両方が関与できることを示唆する。また、西本 Gr は、意味認知に関する高次情報表現のモ

ダリティ普遍性およびトップダウン注意に関するヒト脳機能構造を検証するため、言語刺激下にお

けるヒト fMRI 記録を解析し、意味情報表現に関するモダリティ普遍性と注意依存性の間の関係性

を脳領域ごとに明らかにした(3)。さらに、栁澤 Gr では、皮質脳波の脳情報解読技術を応用し、てん

かん発作を検知するための新しいバイオマーカを同定した(4)。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）栁澤グループ（大阪大学） 

① 研究代表者：栁澤琢史 （大阪大学高等共創研究院 教授） 

② 研究項目 

・ 皮質脳波による視覚情報解読技術開発 

・ 視覚野皮質脳波による rBCIの検証 

・ 皮質脳波 rBCIによる意思伝達法の開発 

・ rBCIによる皮質可塑性誘導の検証 

・ 低侵襲 rBCIの開発 

・ 皮質脳波による思考・気分解読技術の開発 

 

（2）神谷グループ（国際電気通信基礎技術研究所） 

① 主たる共同研究者：神谷 之康 （国際電気通信基礎技術研究所神経情報学研究室 客員

室長） 

② 研究項目 

・ 想起画像の可視化技術開発 

・ rBCIの神経基盤解明 

 

（3）西本グループ（情報通信研究機構） 

① 主たる共同研究者：西本 伸志 （情報通信研究機構 CiNet 主任研究員） 

② 研究項目 

・ 意味空間による脳表現空間の開発 

・ rBCIによるWeb検索技術の開発 

 

（4）貴島グループ（大阪大学） 

① 主たる共同研究者：貴島 晴彦 （大阪大学大学院医学系研究科脳神経外科 教授） 

② 研究項目 

・ 皮質脳波ビッグデータの形成 

・ 視覚野皮質脳波による rBCIの検証 

・ 皮質脳波による思考・気分測定 

・ 低侵襲 rBCIの開発 

 

（5）菅野グループ（順天堂大学） 

① 主たる共同研究者：菅野 秀宣 （順天堂大学脳神経外科 准教授） 

② 研究項目 

・ 皮質脳波ビッグデータの形成 

・ 視覚野皮質脳波による rBCIの検証    
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（6）田村グループ（奈良県立医科大学） 

① 主たる共同研究者：田村 健太郎 （奈良県立医科大学脳神経外科 学内講師） 

② 研究項目 

・ 皮質脳波ビッグデータの形成 

・ 視覚野皮質脳波による rBCIの検証    
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